ショウホウタイ ゴルジ ブンピツケイ ヘノ ヘンイ SOD1 ノ ユソウ ト アグリゲート ケイセイ ハ カゾクセイ キン イシュクセイ ソクサク コウカショウ ノ ビョウタイ ニ カンヨスル by 漆谷 真
The endoplasmic reticulum-golgi pathway is a
target for translocation and aggregation of









ショウホウタイ ゴルジ ブンピツケイ ヘノ ヘンイ
SOD1 ノ ユソウ ト アグリゲート ケイセイ ハ カ
ゾクセイ キン イシュクセイ ソクサク コウカショ
ウ ノ ビョウタイ ニ カンヨスル
URL http://hdl.handle.net/10422/956
滋賀医科大学TOP > 教育・研究 > 最新研究論文の紹介 > これまでの紹介論文 TOPへ
Makoto Urushitani, Samer Abou Ezzi, Akinori Matsuo, Ikuo Tooyama, Jean-Pierre Julien
The endoplasmic reticulum-Golgi pathway is a target for translocation and aggregation of mutant
superoxide dismutase linked to ALS.




背景） 家族性筋萎縮性側索硬化症（ALS）の20%にスーパーオキシドジスムターゼ1 (superoxide dismutase 1; SOD1)の突然変異が存在しま
すが、変異SOD1による選択的運動ニューロン死のメカニズムは依然不明です。我々は以前、細胞質タンパクである変異SOD1が神経分泌タ
ンパクであるクロモグラニンと結合して細胞外分泌されること、細胞外の変異SOD1がミクログリアの活性化や運動ニューロン死を起こすこと
を発見し(Urushtiani et al, Nat Neurosci 2006)、さらに細胞外の変異SOD1を標的とした免疫療法に成功しました(Urushitani et al, PNAS
2007)。しかし、本来細胞質タンパクであるSOD1の細胞内局在については一定の見解が得られておらず、分泌系に入る機序も不明でした。
目的と方法） 今回、細胞質タンパクであるSOD1が小胞体（ER）-ゴルジ分泌系から分泌される分子メカニズムを解明するため、培養細胞を
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